
文山区と新店の歴史スポットを訪ねる（前編）
片倉 佳史

台北の歴史をたどる旅。今や人口 260 万を数える大都市に発展している台北市だが、その歴史は随所で日本と関わりをもち、結ばれて

いる。今回は台北市南部の文山区と新北市新店区に残る日本統治時代の遺構をたどってみたい。

南と東に伸びていった台北市

台北市は日本統治時代を迎える以前、つまり、
清国統治時代は萬華（まんか）と大稲埕（だいと
うてい）の両エリアが中枢となっていた。これは
淡水河の水運によるところが多く、当初は萬華が
交易の場として発達したが、土砂の堆積によって
港湾機能が低下し、繁栄が大稲埕に移る。19 世紀
後半には台北城が築城され、1895 年に台湾が日本
に割譲された後も、ここが行政の中心として機能
していく。
日本統治時代の台北は順調な発展を遂
げ、巨大化していった。当初、内地人と
呼ばれた日本本土出身者とその子孫が住
んでいたのは旧台北城内だったが、のち
に西門町が開けるようになり、大正時代
には鉄道線路の北側の大正町（現林森北
路周辺）にも内地人街が形成される。こ
のほか、旧台湾総督府専売局のあった児
玉町界隈（現南昌路周辺）にも内地人は
多く住んでいた。
肥大化する台北は最初は南に、そして、
東に市街地をのばしていった。南には台
北帝国大学（現国立台湾大学）や水源地
（現自来水博物館）が設けられ、富田町や
水道町、昭和町などがあった。東は縦貫
道路（現八徳路）が軸となって発達した
が、1932（昭和7）年の都市計画ではす
でに現在の忠孝東路や仁愛路・信義路な
どの整備が予定されている。これは戦争
によって実現しなかったが、戦後、設計

図は中華民国政府に受け継がれ、整備されること
になった。
今回は台北市南部、現在は文山区と呼ばれてい

るエリアと新北市新店区に残る日本統治時代の遺
構を紹介してみたい。他のエリアに比べると、日
本とのかかわりは薄いようにも見える両地区だ
が、よくよく訪ね歩いてみると、そこかしこに日
本の面影を感じ取ることができる。週末の散策に
こういった遺構を訪ね、歴史に思いを巡らせるの
も面白いかもしれない。
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台北の歴史を歩く その 23

昭和7年に立てられた都市計画地図。日本統治時代には完成しなかっ
たが、忠孝東路や南京東路、仁愛路、信義路、建国南北路などはすでに
整備が計画されていた。



公民館となった校長官舎を訪ねる

文山公民会館。現在はそう呼ばれているこの建
物は日本統治時代の校長官舎である。正式には台
北州深坑庄木柵国民学校長官舎。現在は公民館と
して使用されている。
木柵（もくさく）は現在でこそ台北市に組み込
まれているが、日本統治時代は台北州文山郡深坑
庄に属していた。木柵に設けられた教育機関は
1906（明治 39）年に設立された景尾公学校内湖分
校を起源とし、1912 年に木柵公学校となった。
1941 年には学制の改正によって、公学校は国民学
校と改称されている。そして、戦後に木柵国民小
学となって現在に至る。
この建物が竣工したのは 1927（昭和2）年のこ
とだった。日本統治時代の官舎によく見られたス
タイルで、屋根には日本式の黒瓦を擁している。
玄関は中央に位置しているが、間取りは左右非対
称となっているのが興味深い。敷地面積は 636 平
方メートルという記録が残っている。
私は日本統治時代にこの官舎を訪れたことがあ
るという若狭靖子さん（岡山市在住）に往時の話
をうかがう機会を得た。当時、屋内は板敷きの応
接間のほか、畳部屋があり、前庭にはザボンやバ
ナナなどが植えられていたという。
戦後も長らく校長の官舎として使用されていた

というが、数年前からは空き家となっていた。遺
棄されていた時間が長かったこともあり、建物の
傷みは大きかった。それでも取り壊しには反対の
声が大きく、大がかりな修復工事の上、ここを公共
空間とする計画が立てられた。その工事が終わっ
たのは 2002 年だったが、安全面の確保から、建物
の基礎部分から一新する必要があったという。
建物正面の壁面は改められており、正直なとこ
ろ、木造家屋の趣は感じられない。しかし、屋根
や回廊などは原貌に忠実で、復元に際しての心遣
いが感じられる。台湾ではこういった歴史空間が
再利用されるケースが多く見られるが、ここは文
山区で唯一残っている日本統治時代の家屋であ
り、その価値が評価されている。台湾の人々が歴

史を伝える建造物が大切に扱う姿をここでも目に
することができる。

石燈籠が並ぶ指南宮旧参道

文山区には指南宮と呼ばれる名刹がある。ここ
は台湾北部における道教の聖地で、台湾でも指折
りの規模を誇る寺廟である。俗称は仙公廟。海抜
223 メートルの地点にあり、猴山岳と呼ばれる山
峰の中腹に位置している。
ここからの見晴らしは素晴らしく、また、一帯

が文山包種茶の産地になっていることもあって、
谷向かいの猫空地区には台湾茶を楽しむ茶芸館や
喫茶店、カフェが並んでいる。2007 年夏には台北
市が運営するロープウェーも開業し、アクセスが
格段便利になった。地元の若者たちはもちろん、
外国人旅行者の姿を見かけることも少なくない。
この廟が開かれたのは台湾が清国の統治下に
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緑地には 1897（明治 30）年に建てられた忠魂碑が移設保存
されている。残念ながら、現在は文字を読みとることがで
きない。

公民館として生まれ変わった木造官舎。公共スペースとして整
備されている。向かいには文山区行政中心（区役所）がある。



あった 1891 年に遡る。これまでに何度かの改築
工事が行なわれ、現在の正殿は戦後になってから
建てられたものである。一見したかぎりでは戦前
の建造物は見られないように思えてしまうが、旧
参道に日本統治時代の遺構が残っていた。

石段がひたすら続く旧参道

現在、指南宮へ向かう際に通る道路は、戦後に
設けられたものである。これを利用すれば、バス
や自家用車で門前街の入口まで行くことができ
る。この道路が開通する以前は、誰もが 1200 段
という長い石段を上がらなければならなかった。
今となっては旧参道を利用する参拝客は皆無に等
しく、見かけるのはハイキングを楽しむ人々と健
康維持のために身体を鍛える老人だけである。
私が指南宮を訪れる際も決まってバスを利用し
ていたが、ある日、車窓に古めかしい石燈籠が見
えた。ほんの一瞬のことだったが、それが「日本
式」であることは判別できた。灰色にくすんだそ
の姿は時の経過を強く感じさせていた。
バスを降り、その方向に歩いていくと、民家の
脇で、石燈籠が生い茂った樹木に埋もれるように
立っていた。
ここは指南宮旧参道の入口だった。表通りから
は少し離れている。両脇には民家が迫るように並
んでおり、その間に石段が伸びている。その先に
もいくつかの石燈籠が見える。改めて近付いてみ
ると、奉納者の氏名が刻まれていた。いずれも台
湾人の姓名だった。

刻まれた文字は無傷で残っていた。しかし、建
立日時が刻まれた部分だけは例外で、たとえば、
「昭和」とあった場所は判読できないように削り
取られていた。これは言うまでもなく、戦後の行
政指導でなされた行為である。
指南宮は庶民信仰の場であり、人々の生活に密

着した存在である。当然、地元住民が抱く思い入
れは強い。日本統治時代初期、台湾総督府は神社
創建を全島で推進しながらも、ある程度は土着の
信仰や習慣を尊重していたふしがある。しかし、
昭和時代に入って皇民化運動（台湾人を日本人に
同化させる政策）が盛んになると、伝統的な寺廟
を廃止させ、神社の参拝に一本化するという動き
が顕著となっていた。
こういった寺廟の排斥は、特に台南州や新竹州

で行なわれたが、その前段階として、廟に寄進さ
れる石燈籠を日本式に改めるということが行なわ
れた。こういった例は台北の龍山寺や鹿港の天后
宮などでも実施されている。現在も日本式の石燈
籠が廟の境内に残るケースは各地で見られる。
しかし、こういった日本式の石燈籠は積極的に

管理されているわけではない。長年にわたって風
雨に晒されたため、風化しているものが多い。ま
た、暴風雨や土砂崩れによって倒壊したものも少
なくない。旧参道の存在と同様、人々から忘れら
れ、朽ち果てていった。早朝や夜間に参拝客の足
下を照らしていた石燈籠も、静かに苔むしていく
運命にあるようだ。
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指南宮は庶民信仰の場として終日参拝客が絶えない。現在は
バスのみならず、ロープウェーを利用して訪れることもできる。

旧参道の入口は路地の奥にある。指南宮を参拝する信者は
多いが、現在はバス道路が完成しており、旧参道を歩く参
拝者は少ない。日本統治時代は「指南山参拝道路」と呼ば
れていた。



新店の神社跡地と遺構を訪ねる

厳密には台北市内ではないが、南郊に残る日本
統治時代の遺構を紹介してみたい。
新北市新店区にある神社の遺跡である。新店に
は文山神社が設けられていた。これは、文山郡を
鎮護する社とされていた。祭神には明治天皇以
下、大国魂命、大己貴命、少彦名命、そして北白

川宮能久親王を祀っていた。
この神社の鎮座式が挙行されたのは 1939（昭和

14）年4月7日。台湾人のアイデンティティを日
本人化しようと試みた「皇民化運動」に連動して
設けられた。これらの神社は日本統治時代初期に
創建された神社に比べると規模が大きく、市街地
からはやや離れてはいるが、しっかりと神苑を確
保した上で建造されている。
日本統治時代、新店は台北州文山郡に属し、新

店庄を名乗っていた。昭和 17 年度末の統計では
文山郡の人口は6万 7075 名となっているが、そ
のうち、2万 4174 名が新店庄民であった。なお、
文山郡は新店庄のほか、深坑（しんこう）庄、石
碇（せきてい）庄、坪林（へいりん）庄の各圧を
管轄していた。
神社の跡地は中華民国空軍の軍人墓地となって

いる。かつての神苑は整地されており、神社らし
い雰囲気は感じられない。鳥居があったと思われ
る場所にも中華風の装飾を施した牌楼（ゲート）
が設けられている。
日本統治時代に撮影された古写真を見ると、こ

の神社には数多くの石燈籠が並んでいたようであ
る。しかし、これらは痕跡を残しておらず、往時
を偲ぶことはできない。わずかに石燈籠の土台と
思われる石塊が確認できるばかりである。本殿や
拝殿、手水舎なども姿を留めてはいない。
しかし、軍人墓地にいたる手前の太平宮という

廟に立ち寄ってみると、ここには神社のものと思
われる狛犬が置かれていた。雌雄一対あり、大き
なものである。狛犬はその源流を考えると、中国
大陸の文化との接点は深いものがある。そのため
か、戦後の台湾に君臨し、日本統治時代の遺構を
排除しようとした国民党政府や外省人官僚たちも
撤去することは少なかった。ここもそういった流
れの上にあると考えていいだろう。
さらに、やや意外とも思える場所にも神社の遺

構が存在していた。
MRT新店駅の近くにある瑠公新店紀念大楼と

いうビルの敷地内に神社の手水鉢が置かれてい
た。正面には「奉献」の文字が大きく刻まれ、下
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旧参道の入口はわかりにくい場所にあるが、往時の面影は
残っている。石燈籠はほぼ原型をとどめている。

石灯籠はほぼ原型をとどめている。寄進者はいずれも台湾
人である。文山郡は日本統治時代の行政区分で、現在の台
湾に「郡」というものは存在しない。参拝道路の先には紀
元二六〇〇年を記念した彫像も残っている。



には奉納者と思われる「瑠公水利組合」の名があ
る。これは新店渓から取水し、台北への供水を
図った用水路のことで、古くは「瑠公圳」と呼ば
れていた。水路は日本統治時代に拡張され、現在
は台北市公館から新生南路～新生北路の下を流れ
て基隆河に至っている。
なお、側面には「昭和十四年二月建之」の文字
もはっきり読み取れる。これらがここに置かれた
時期などは不明だが、その経緯は興味の尽きない
ところである。
次回は台北東部の信義区に残る日本統治時代の
遺構を紹介してみたい。

（前編終わり、次号に続く）

片倉佳史 （かたくら よしふみ）

1969 年生まれ。早稲田大学教育学部卒業。台湾に残る日本統治時代の遺構を探し歩き、記録している。これまでに手がけた旅行ガイド

ブックはのべ 35 冊を数える。そのほか、地理・歴史、原住民族の風俗・文化、グルメなどのジャンルで執筆と撮影を続けているほか、

台湾の社会事情や旅行情報などをテーマに講演活動を行なっている。著書に『台湾 鉄道の旅』（JTBキャンブックス）、『台湾に生きて

いる日本』（祥伝社）、『観光コースでない台湾』（高文研）など。台湾でも『台湾風景印-台湾・駅スタンプと風景印の旅』（玉山社）など

の著作がある。台北の生活情報誌『悠遊台湾・2014』を近刊予定。

ウェブサイト台湾特捜百貨店 http://katakura.net/
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文山神社の敷地は空軍烈士公墓という墓地になっている。
鳥居のあった場所は牌楼があるが、それ以外は神社らしい
雰囲気は感じられない。

手水鉢はMRT 新店駅に近いビルの敷地に置かれていた。
駅からは川沿いの遊歩道を歩いていくと見える。

文山神社の狛犬。空軍墓地の建設が決まり、神社の施設が
取り壊された際、運び込まれたものだという。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


